
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇宙天気アドバイザリの概要 
 

★  開始: 2019 年 11 月から 24 時間 365 日体制で

安定運用を継続中 

★  サービス: 4 つのグローバル宇宙センターと 1

つの地域センターによって、ICAO アドバイザリ

は準リアルタイムで発出されています 

★  影響対象 : 航法（ GNSS ） 、放射線被ばく

（RAD）、短波通信（HF COM）の分野 

★  基準: ICAO 向けに調整された、影響に基づく

アドバイザリの発出閾値を設定 

★  更新頻度: 宇宙天気イベントの発生から６時間

以内に更新 

★ 深刻度レベル: 中程度（MOD）/深刻（SEV） 

宇宙天気と航空 

宇宙天気とは？ 太陽は惑星の天気や気候変動を

駆動する主要要因であり、宇宙天気 (Space 

Weather, SWX)の主な駆動源でもあります。宇宙

天気は、太陽で起こる自然現象に関連しており、こ

れらは惑星間空間に影響を及ぼし、地球上のさま

ざまな技術システムや人類の健康に影響を与える

可能性があります。 

航空への影響: 宇宙天気の影響は、全球測位衛星

システム GNSSによる位置測定や航法に支障をき

たしたり、無線通信を劣化・制限したり、特定の飛

行高度での放射線被ばく量を増加させる可能性

があります 3,4。 

ICAO 宇宙天気サービス: 宇宙天気サービスの目

的は、宇宙天気イベントによって、衛星航法や短波

通信（長距離無線通信）の劣化・喪失、特定の飛行

高度での放射線量の増加が予測される場合に、航

空関係者へ通知を行うことです。この通知はアド

バイザリとして ICAO（国際民間航空機関）の標準

的な通信網を通じて配信され 5、航空機の運航に

関する公式文書を構成する重要な情報です。 

国際民間航空機関（ICAO） 宇宙天気情報サービス 

宇宙天気アドバイザリと他の ICAO サ

ービスとの関連性 
★ 火山灰や熱帯低気圧に関するアドバイザリと

構成が似ています 

★ アドバイザリの発出基準および閾値は、ICAO

文書「国際航空航行支援のための宇宙天気情

報マニュアル（Doc 10100）1」で定義されてい

ます。アドバイザリを含むサービスの詳細は、

Annex 3(第三附属書)2および PANS-MET（航

空業務方式－気象）に記載されています  

★ 宇宙天気アドバイザリの対象範囲は、局所的

な領域から地球の広範囲にわたる場合まで

さまざまです 

★ 継続時間は数十分から数日に及ぶことがあり

ます 

★ 影響を受ける地域は、30度ごとに区分された

緯度帯（例：HNH＝北半球高緯度、MNH＝北

半球中緯度、EQN＝北半球赤道付近）と、10

度刻みの経度範囲で定義されます 

★ 注：宇宙天気アドバイザリに基づいて

SIGMET（シグメット情報）やNOTAM（ノータ

ム）が発行されることはありません 

飛行高度の放射線量増加 (RAD): 

高エネルギー粒子: 宇宙嵐の時に、太陽起因のプロトン粒子が急速に加

速され、地球へ向かって飛来することがあります 

放射線の増加: この高エネルギー粒子が地球に到達すると、大気に侵入

し、特に磁極付近では粒子のシャワーを引き起こし、地上に到達する可能

性があります 

航空機への影響：特に高高度や極域を飛行する航空機の乗員や乗客が、

放射線の増加にさらされる可能性があります 

アドバイザリ深刻度レベル: RADIATION MOD; RADIATION SEV 

注：MOD（中程度）のアドバイザリは FL460 以下に対してのみ発出され

ます 

全球測位衛星システム（GNSS）:  

電離圏の役割:太陽光によって電離された大気最上層にある電離圏は、

衛星航法信号に影響を与えます 

信号の乱れ:宇宙嵐が発生すると電離圏に乱れが生じ、GNSS の信号の

強度、速度、位相が変化します 

シンチレーション:電離圏の急激な変化により、受信機が信号を捕捉でき

なくなり、位置の特定が困難になります 

全電子数: 宇宙嵐の際に電離圏内の全電子数が増加すると、衛星航法に

おいて測位誤差が生じる可能性があります 

アドバイザリ深刻度レベル: GNSS MOD; GNSS SEV 

発行センター

テスト 訓練)

の場合のみ使われる

タイプと深刻度レベル 

アドバイザリ ヘッダー

影響する領域

関連する先行アドバイザリ番号

OBS）時刻の６時間以内に更新情報発行 

影響する飛行高度



 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
   

AFS/ATN*による宇宙天気アドバイザリ配信 

★ アドバイザリは、TAC 形式および IWXXM 形式で配信され、

それぞれ異なる WMO ヘッダーが使用されます 

★ 宇宙天気アドバイザリの異なるタイプ(GNSS, HF COM, 

RAD)には、異なる WMO ヘッダーが割り当てられています  

★ すべての宇宙天気センターには固有の WMO ヘッダーが 

存在します。 

短波通信 (HF COM): 

短波電波: 周波数 3-30 MHz の電波は長距離通信に使用され、特に極域

や大西洋・太平洋を横断する航空機にとって重要です 

電離圏の役割: 電離圏は短波電波を反射することで、地平線を越えた通信

を可能にします。地球と電離圏の間で信号を跳ね返すことで長距離伝搬通

信が実現されます 

宇宙天気の電離圏への影響: 太陽フレアやコロナ質量放出（CME）などの

現象により、電離圏にエネルギーが加わり、大きく乱されます。 

通信障害: この付加的なエネルギーによって、短波電波が予期せず吸収さ

れたり、反射されたりすることで、通信障害が発生する可能性があります 

影響を受ける地域: 障害は、極域付近、地球の昼側、あるいは太陽嵐の種

類と強度によっては地球全域におよぶこともあります。 

MUF 低下: 地磁気嵐の後に電離圏が変化すると、短波通信に使用できる

最大利用可能周波数（MUF）が大幅に低下し、地球上のあらゆる場所で通

信に影響を与える可能性があります 

アドバイザリ深刻度レベル: HF COM MOD; HF COM SEV 

宇宙天気アドバイザリの今後の変更点: 

★ 地理座標を用いた最大 6 つの角（7 点）からなるポリゴンによる領域

指定が可能になり、緯度・経度ともに 5 度の分解能となります（2025

年 11 月より有効） 

★ 深刻度レベルの表示位置が「SWX EFFECT」から「OBS SWX」項目へ

移動され、ポリゴン領域の指定と連動する形になります 

★ 複数のアドバイザリを同時に終了できる機能が追加されます 

★ 「DAYSIDE」が「DAYLIGHT SIDE」に代わり、太陽光が当たっている

地球の領域を表す用語として使用されます。「DAYSIDE」および

「NIGHTSIDE」のキーワードは、単独または緯度帯と組み合わせて使

用され、昼側領域の全体や夜側領域の断面を他の指定領域と組み合

わせて示すことができます 

宇宙天気サービス提供センター: 

ICAO 宇宙天気サービスは、4 つのグローバルセンター（PECASUS、

ACFJ、SWPC、CRC）によって提供されており、2週間ごとに交代で責任

を持つローテーション方式が採用されています。 

これらのグローバルセンターは、地域センターである SANSA によって支

援されています。SANSA はローテーションの当番や勧告の配信には参加

しませんが、「当番」センターを継続的に追加のデータセットやモデルで支

援しています。 
 

安全な空の旅を！ 

参考文献: 

1. https://store.icao.int/en/manual-on-space-weather-information-in-support-of-
international-air-navigation-doc-10100 

2. https://store.icao.int/en/annex-3-meteorological-service-for-international-air-

navigation-1 

3. https://www.faa.gov/sites/faa.gov/files/other_visit/aviation_industry/airline_operator

s/airline_safety/InFO20007.pdf 

4. https://ad.easa.europa.eu/blob/EASA_SIB_2012_09_R1.pdf/SIB_2012-09R1_1 

5. https://www2023.icao.int/airnavigation/METP/Panel%20Documents/SWXA_Additio

nal%20Information.pdf 

＊AFS は航空固定通信業務、ATN は航空電気通信ネットワークを指します 

アドバイザリの要因や予測に関する補足情報

発行日時

イベント開始日時

深刻度レベルおよび高さ情

報が ポリゴン領域とリンク

される

宇宙天気ワークショップ(2025 年 10 月)に参加された方は

下記アンケートからフィードバックをお願いします 

https://pecasus.eu/
https://www.sws.bom.gov.au/acfj
https://www.swpc.noaa.gov/
https://www.icao.int/Meetings/a40/Documents/WP/wp_396_en.pdf
https://www.icao.int/ESAF/Documents/meetings/2023/AFI%20SPACE%20Weather%20Workshop%202023/SANSA%20Space%20Weather%20Project%20-%20ICAO%20AVI%20Regional%20Workshop%20-%205%20June%202023.pdf

